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【手続補正書】
【提出日】平成28年1月18日(2016.1.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オカラ酵素処理物を酵母菌で発酵させてなるオカラ酵素処理発酵物を含有し、前記オカ
ラ酵素処理物がオカラを細胞壁分解酵素で処理してなることを特徴とするダイエット組成
物。
【請求項２】
　オカラ酵素処理物を酵母菌で発酵させてなるオカラ酵素処理発酵物を含有し、前記オカ
ラ酵素処理物がオカラを細胞壁分解酵素で処理してなることを特徴とする整腸組成物。
【請求項３】
　オカラ酵素処理物を酵母菌で発酵させてなるオカラ酵素処理発酵物を含有し、前記オカ
ラ酵素処理物がオカラを細胞壁分解酵素で処理してなることを特徴とする二糖類水解酵素
活性阻害組成物。
【請求項４】
　オカラを細胞壁分解酵素で処理してオカラ酵素処理物を調製し、前記オカラ酵素処理物
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における液体中に可溶化したアラビノースを選択的に得ることを特徴とするアラビノース
の選択的製造方法。
【請求項５】
　オカラ酵素処理物を酵母菌で発酵させる発酵工程を更に含む請求項４に記載のアラビノ
ースの選択的製造方法。
【請求項６】
　オカラ酵素処理物を酵母菌で発酵させてなるオカラ酵素処理発酵物を含有し、前記オカ
ラ酵素処理物がオカラを細胞壁分解酵素で処理してなることを特徴とする抗酸化組成物。
【請求項７】
　オカラを細胞壁分解酵素で処理してなるオカラ酵素処理物を含有することを特徴とする
抗酸化組成物。
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